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1.1. スマ－トフォンの普及  
近年，多くの人が従来型携帯電話（フィ－チャ－フォン，いわゆるガラ
ケ－）に代わって，スマ－トフォン（スマホ）を利用するようになった（情
報ネットワ－ク産業協会，2014）．例えば，内閣府が 2016 年 4 月 8 日に発
表した消費動向調査によると，2015 年度のスマ－トフォンの世帯あたりの
普及率が従来型携帯電話を初めて上回った．スマ－トフォンの普及率は


































あることが示されている．例えば，調査会社リビジェンが 2013 年 8 月 5
日，全国の 10 代， 20 代の男女 500 人に対し，歩きスマホについて意識調
査をウェブ上で行った結果，歩きスマホしたことがあると答えた人は
86.8％であった．また，安孫子ら(2014)は，関東の１都６県に在住する 15
歳～69 歳の男女 1,000 人を対象に Web アンケ－ト調査(調査時期： 2013 年
8 月～10 月 インテ－ジ社モニタ－)を実施した結果，若い世代ほど歩きス
マホをする人が多い傾向があり， 15 歳から 44 歳までが全体の 8 割を占め
ることを示した．さらに，一般社団法人電気通信事業者協会 (2015)は 2014
年 12 月 11 日(木 )から 14 日(日)の 4 日間，東京 23 区・名古屋市・大阪市・
福岡市・札幌市在住の 15 歳～69 歳の男女スマ－トフォン保有者を対象に
歩きスマホの実態および意識に関するインタ－ネット調査を行った結果，
普段から歩きスマホをしている人は 44.8％と半数近くにのぼった．また，








るサ－ビスは，メ－ルが 46.8％，地図・GPS 機能が 44.8％，SNS が 32.7％，
乗換案内・運行情報が 31.5％，Web サイトの検索が 21.6％となっており，
メ－ルと地図・GPS の利用が多いことが示されている（図 1.1）．観光散策・
街歩き中に限った歩きスマホの場合，本研究で 12 月～2 月にかけて行った





図  1.1 歩きスマホ中に利用するサ－ビスの割合  






図  1.2 観光散策・街歩き中に限った歩きスマホでのサ－ビス別利用割合
（筆者作成）  
 
1.3. 歩きスマホ事故の現状と例  
東京消防庁が平成 22 年から平成 26 年までの東京都内でのスマホや携帯
電話の関連事故をまとめたところ，この 5 年間で，歩きスマホに関わる事






ニュ－ス 2014・5・10)．たとえば， 2013 年 5 月，東京のＪＲ四ツ谷駅で，
10 歳男児が携帯電話を操作しながら歩いていたところ，線路上に誤って転
落し負傷した（東京消防庁 2013）．電車との接触はなかったが，直後に電








2014・5・10)．大阪市交通局によると， 2013 年 10 月，市営地下鉄御堂筋
線淀屋橋駅で，18 歳の男性が携帯電話を操作していてホ－ムから線路に転
落し額などから出血した．同年 6 月には，御堂筋線長居駅で，49 歳女性が
携帯電話を使用中，ホ－ムから線路に誤って転落し，頭から出血した． 
 国土交通省によると，平成 24 年度に駅のホ－ムから転落した人は全国で
3271 人．うち酒に酔っていた「酔客」が 57・1％の 1867 人だと最も多く，
「スマホ・携帯電話使用中」という項目は 0・6％の 19 人しかいない．た

















じる」ボタンをタップしたとき (10 秒間のみ )，電源ボタンを長押ししたと
き(5 秒間のみ)となっている．  








トバンクの Android スマ－トフォンのみに対応しており，iPhone 版の提供





































が歩きスマホに対する規制に賛成であるとの結果が得られている．   


























































































「 (スマ－トフォンで )通話しながら」，「 (スマ－トフォンで )ツイッタ－に投
稿しながら」の 3 パタ－ンで行い，横断歩道歩行中の視線を計測した．被
験者数は 2 人であった．手ぶら時を基準に視線の移動範囲を分析した結果，








スマホ時は通常時に比べ横方向の視野領域が 5 分の 3 程度に狭まることや














図  2.1 アイマ－クレコ－ダの写真  
（出典 https://www.nacinc.jp）  
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図  4.1 実験で使用した「歩きスマホ防止アプリ」  
（Google Play のアプリ  出典：https://play.google.com）  















4.2.1. 実験対象地の選定  




















辺（東京都落合 1 丁目 2 丁目）とした．  



























4.2.2. 被験者の設定  













ダを使用した歩行実験を試行した研究 10 例を参考とした（表 4.1）．10 例
の研究の中で被験者数最多が 17 名，最少が 1 名，10 例の平均は 7.3 人で
ある．また，被験者を群別に比較している研究の最少被験者数は 14 名であ
った（三浦 2010）．なおこの既存研究では 14 名を 3 群に分けて（群は 6 名・
6 名・2 名である），比較している．これをふまえ本研究の被験者数は，20










































察する（黒岩ら 2001，吉岡ら 2002，2003，後藤ら 2001，三浦 2010，知
花 2011），4）単純経路で歩行 or 走行させる（黒岩ら 2001，花村ら 2011）
の 4 つである．  





4.3. 実験調査の流れ  

































































図  4.4 歩行実験の様子  
（キャリブレ－ション）  
図  4.5 キャリブレ－ション画面  
 























































マホ，の 4 標本別に集計し，停留点の分布，視野領域，  注視項目別注視
特性，という 3 項目の注視行動について統計的に比較・分析する．  
停留点の分布は，注視デ－タから得られる「停留点の XY 座標」の 4 方
向（ x>0,x<0,y>0,y<0）の値をそれぞれに抽出し，それぞれの方向の分散
を比較することで実態・特徴を考察する．  
視野領域は，「停留点の XY 座標」の 4 方向（x>0,x<0,y>0,y<0）の値をそ
れぞれに抽出し，それぞれの方向の平均値を比較する．また，「停留点の水







以上の分析全体の流れを図 4.8 に示す．  
なお，被験者 20 名（男性 10 名・女性 10 名）のデ－タのうち，実験開
始時と実験終了時のずれが大きいものなど，分析に耐えられない 8 名のも
のは除外し，残りの 12 名分の分析を行った．12 人の内訳は，歩きスマホ
での歩行 7 人（男性 5 名・女性 2 名），非歩きスマホでの歩行 5 人（男性 3
名・女性 2 名）である．  
 
 













4.4.2. 注視項目の選定  








並み景観空間（伊月ら 2014），街路空間（三浦 2010），緑道（知花 1991），
自転車走行空間（花村ら 2011）で実験を行った既存研究を参考にした．そ












表  4.2 街並み景観空間歩行における注視項目  
 
注視点領域
空 アイストップ 山 建築 人










表  4.4 緑道歩行における注視項目  
 
 










































ガードレール 禁止看板 駐輪場・駐輪場看板 その他構造物 自動車
















































5.1. 地図利用の歩きスマホとメ－ル利用の歩きスマホの比較   











 被験者 S1 
地図利用範囲  
①  停留点軌跡分析  
停留点軌跡分析のグラフ（図 5.1）から，全体的に停留点（注視してい
る状態）は，グラフの中央と右下に集中していた．注視時間の大きい停留


























④  注視項目分析  
注視項目別に，地図利用範囲における注視回数 [回 ]，注視時間 [秒 ]，注視時
間割合を集計した結果を表 5.1 に示す．注視時間割合 (図 5.4)は注視デ－タ
の総数を分析範囲の総デ－タ数で割った値であり，分析範囲時間中のその
注視項目注視が占める割合を示す．注視時間割合は周辺景観 (29％ )，スマ




















図  5.3 被験者 S1 の地図利用範囲における停留点移動方向頻度分布  
 
 
表  5.1 被験者 S1 の地図利用範囲における注視項目集計表  
注視項目  注視回数  総注視時間
（秒） 
注視時間割合（％）  
前方確認  180 108.08 22% 
スマ－トフォン 50 133.37 23% 
安全確認  114 59.63 13% 
周辺景観注視  196 142.88 29% 











































④ 注視項目分析  
注視項目別に，地図利用範囲における注視回数 [回 ]，注視時間 [秒 ]，注視時
間割合を集計した結果を表 5.2 に示す．注視時間割合 (図 5.8)は注視デ－タ
の総数を分析範囲の総デ－タ数で割った値であり，分析範囲時間中のその
注視項目注視が占める割合を示す．注視時間割合はスマ－トフォン (90％ )，

























表  5.2 被験者 S1 のメール利用範囲における注視項目集計表  




前方確認  7 3.07 3% 
スマ－トフォン 12 101.80 90% 
安全確認  7 3.00 3% 
周辺景観注視  3 0.90 1% 





















 被験者 S2 
地図利用範囲  






























④ 注視項目分析  
注視項目別に，地図利用範囲における注視回数 [回 ]，注視時間 [秒 ]，注視時




















図  5.11 被験者 S2 の地図利用範囲における停留点移動方向分析図  
 




注視項目  注視回数  総注視時間
（秒） 
注視時間割合（％）  
前方確認  253 175.71 39% 
スマ－トフォン 90 146.51 28% 
安全確認  57 22.62 4% 
周辺景観注視  113 50.92 13% 


































② 領域別停留点回数分析  
領域別停留点回数分析のグラフ（図 5.14）から，注視回数が多い領域の場












④ 注視項目分析  
注視項目別に，地図利用範囲における注視回数 [回 ]，注視時間 [秒 ]，注視時

















図  5.14 被験者 S2 のメール利用範囲における注視回数分析図







表  5.4 被験者 S2 のメール利用範囲における注視項目集計表  
注視項目  注視回数  総注視時間（秒） 注 視 時 間 割 合
（％）  
前方確認      18 7.27 4% 
スマ－トフォン  26 161.0 87% 
安全確認      13 6.31 4% 
周辺景観注視  4 3.37 2% 
























 被験者 S3 
地図利用範囲  























④ 注視項目分析  
注視項目別に，地図利用範囲における注視回数 [回 ]，注視時間 [秒 ]，注視時









く，1 回の注視における注視時間が長い可能性がある．  
 
 









図  5.19 被験者 S3 の地図利用範囲における停留点移動方向頻度分析図  
 
 
表  5.5 被験者 S3 の地図利用範囲における注視項目分析表  
 注視回数  総 注 視 時 間
（秒） 
注視時間割合（％）  
前方確認      136 104.97 21% 
スマ－トフォン 131 238.54 45% 
安全確認      93 33.73 7% 
周辺景観注視  109 85.99 18% 





図  5.20 被験者 S3 の地図利用範囲における注視時間割合  
 
メ－ル利用範囲  







































④ 注視項目分析  
注視項目別に，地図利用範囲における注視回数 [回 ]，注視時間 [秒 ]，注視時
間割合を集計した結果を表 5.6 に示す．注視時間割合 (図 5.24)は注視デ－
タの総数を分析範囲の総デ－タ数で割った値であり，分析範囲時間中のそ
の注視項目注視が占める割合を示す．注視時間割合はスマ－トフォン
















図  5.23 被験者 S3 のメール利用範囲における停留点移動方向頻度  
 
表  5.6 被験者 S3 のメール利用範囲における注視項目分析表  
注視項目  注視回数  総 注 視 時 間
（秒） 
注 視 時 間 割 合
（％） 
前方確認      11 7.98 7% 
スマ－トフォン 14 92.76 79% 
安全確認      1 0.33 0% 
周辺景観注視  0 0 0% 
























 被験者 S4 
地図利用範囲  













が 2 か所に分かれる傾向がある．  
 









④ 注視項目分析  
注視項目別に，地図利用範囲における注視回数 [回 ]，注視時間 [秒 ]，注視時
62 
 



















図  5.27 被験者 S4 の地図利用範囲における注視移動方向頻度  
 
 
表  5.7 被験者 S4 の地図利用範囲における注視項目別注視表  
注視項目  注視回数  総 注 視 時 間
（秒） 
注視時間割合（％）  
前方確認      125 118.99 41% 
スマ－トフォン 52 88.622 36% 
安全確認      25 12.25 4% 
周辺景観注視  35 22.82 13% 






























② 領域別停留点回数分析  
領域別停留点回数分析のグラフ（図 5.30）から，注視回数が多い領域の場












④ 注視項目分析  
注視項目別に，地図利用範囲における注視回数 [回 ]，注視時間 [秒 ]，注視時
間割合を集計した結果を表 5.10 に示す．注視時間割合 (図 5.32)は注視デ－
タの総数を分析範囲の総デ－タ数で割った値であり，分析範囲時間中のそ
の注視項目注視が占める割合を示す．注視時間割合はスマ－トフォン














図  5.30 被験者 S4 のメール利用範囲における注視回数分析  
 





表  5.8 被験者 S4 のメール利用範囲における注視項目分析表  
注視項目  注視回数  総 注 視 時 間
（秒） 
注 視 時 間 割 合
（％） 
前方確認      90 61.36 23% 
スマ－トフォン  64 173.37 63% 
安全確認      20 7.41 3% 
周辺景観注視  27 15.85 6% 






















 被験者 S5 
地図利用範囲  



























④ 注視項目分析  
注視項目別に，地図利用範囲における注視回数 [回 ]，注視時間 [秒 ]，注視時
間割合を集計した結果を表 5.9 に示す．注視時間割合 (図 5.36)は注視デ－
タの総数を分析範囲の総デ－タ数で割った値であり，分析範囲時間中のそ
の注視項目注視が占める割合を示す．注視時間割合はスマ－トフォン











図  5.34 被験者 S5 の地図利用範囲における注視回数分析  
 






表  5.9 被験者 S5 の地図利用範囲における注視項目表  
注視項目  注視回数  総 注 視 時 間
（秒） 
注視時間割合（％）  
前方確認      163 97.50 34% 
スマ－トフォン 63 161.43 38% 
安全確認      107 36.04 12% 
周辺景観注視  49 24.16 8% 
非固定物注視  133 46.48 8% 
 
 
























② 領域別停留点回数分析  
領域別停留点回数分析のグラフ（図 5.38）から，注視回数が多い領域の場











④ 注視項目分析  
注視項目別に，地図利用範囲における注視回数 [回 ]，注視時間 [秒 ]，注視時
間割合を集計した結果を表 5.10 に示す．注視時間割合 (図 5.40)は注視デ－
タの総数を分析範囲の総デ－タ数で割った値であり，分析範囲時間中のそ
の注視項目注視が占める割合を示す．注視時間割合はスマ－トフォン














図  5.38 被験者 S5 のメール利用範囲における注視回数分析  
 





表  5.10 被験者 S5 のメール利用範囲における注視項目分析表  
注視項目  注視回数  総 注 視 時 間
（秒） 
注 視 時 間 割 合
（％） 
前方確認      18 8.91 7% 
スマ－トフォン  17 105.97 83% 
安全確認      24 5.31 5% 
周辺景観注視  9 3.80 3% 






















 被験者 S6 
地図利用範囲  



















④ 注視項目分析  
注視項目別に，地図利用範囲における注視回数 [回 ]，注視時間 [秒 ]，注視時
間割合を集計した結果を表 5.11 に示す．注視時間割合 (図 5.44)は注視デ－
タの総数を分析範囲の総デ－タ数で割った値であり，分析範囲時間中のそ
の注視項目注視が占める割合を示す．注視時間割合はスマ－トフォン













図  5.42 被験者 S の地図利用範囲における注視回数分析  
 





表  5.11 被験者 S6 の地図利用範囲における注視項目  
注視項目  注視回数  総 注 視 時 間
（秒） 
注視時間割合（％）  
前方確認  56 34.17 9% 
スマ－トフォン  53 69.37 17% 
安全確認  57 29.30 8% 
周辺景観注視  48 48.25 12% 
非固形物注視  3 1.30 0% 
 
 









































④ 注視項目分析  
注視項目別に，地図利用範囲における注視回数 [回 ]，注視時間 [秒 ]，注視時
間割合を集計した結果を表 5.12 に示す．注視時間割合 (図 5.48)は注視デ－
タの総数を分析範囲の総デ－タ数で割った値であり，分析範囲時間中のそ
の注視項目注視が占める割合を示す．注視時間割合はスマ－トフォン















図  5.46 被験者 S6 のメール利用範囲における停留点回数分析図  
 





表  5.12 被験者 S6 のメール利用範囲における注視項目分析表  
注視項目  注視回数  総 注 視 時 間
（秒） 
注 視 時 間 割 合
（％） 
前方確認      6 3.871 3% 
スマ－トフォン  7 124.725 97% 
安全確認      1 0.467 0% 
周辺景観注視  3 1.034 1% 





















 被験者 S7 
地図利用範囲  






























④ 注視項目分析  
注視項目別に，地図利用範囲における注視回数 [回 ]，注視時間 [秒 ]，注視時
間割合を集計した結果を表 5.13 に示す．注視時間割合 (図 5.52)は注視デ－
タの総数を分析範囲の総デ－タ数で割った値であり，分析範囲時間中のそ
の注視項目注視が占める割合を示す．注視時間割合は前方確認 (32％ )，周















図  5.50 被験者 S7 の地図利用範囲における停留点回数分析図  
 







表  5.13 被験者 S7 の地図利用範囲における注視項目表  
注視項目  注視回数  総 注 視 時 間
（秒） 
注視時間割合（％）  
前方確認      351 253.29 32% 
ス マ － ト フ ォ
ン  
60 183.28 17% 
安全確認      101 50.38 7% 
周辺景観注視  257 211.11 32% 
非固形物注視  50 22.72 2% 
 
 



























② 領域別停留点回数分析  
領域別停留点回数分析のグラフ（図 5.54）から，注視回数が多い領域の場










④ 注視項目分析  
注視項目別に，地図利用範囲における注視回数 [回 ]，注視時間 [秒 ]，注視時
間割合を集計した結果を表 5.15 に示す．注視時間割合 (図 5.56)は注視デ－
タの総数を分析範囲の総デ－タ数で割った値であり，分析範囲時間中のそ
の注視項目注視が占める割合を示す．注視時間割合はスマ－トフォン














図  5.54 被験者 S７のメール利用範囲における停留点回数分析図  
 





表  5.14 被験者 S７のメール利用範囲における注視項目別分析表  
注視項目  注視回数  総 注 視 時 間
（秒） 
注 視 時 間 割 合
（％） 
前方確認      40 22.12 15% 
スマ－トフォン  28 100.53 65% 
安全確認      7 4.00 3% 
周辺景観注視  18 12.71 9% 






















































視点の XY 座標デ－タを+x 方向，－x 方向，+y 方向，－y 方向の 4 つの領
域に分けてそれぞれの領域における座標デ－タ（絶対値）の標準偏差を求
め，F 検定をした．その結果を，表 5.15～5.18 に示す．  


































表  5.16 －x 方向における標準偏差と F 検定（地図×メール）  
 
 



































った．その結果，+x 方向と－x 方向，+y 方向のそれぞれの領域において，


















表  5.19 それぞれの領域での座標平均値とｔ検定（地図×メール）  
 
 












表  5.20 水平方向の停留点移動量の平均値とｔ検定（地図×メール）  
 
 













に示す．その際分散は等しくないとした（F（1,12）＝0.03,p＜ .01）．  
 表 5.21 から，地図利用の歩きスマホとメール利用の歩きスマホのスマー
トフォン 1 回の注視時間の平均の差には有意差があった．また，地図利用




















図  5.57 地図利用とメール利用の注視項目別「注視回数」の度数（地図×
メール）  
 












0% 20% 40% 60% 80% 100%
地図利用の歩きスマホ
メール利用の歩きスマホ
前方確認 スマートフォン 安全確認 周辺景観注視 非固形物注視
地図利用 メール t値,p値




5.2.1. 地図利用における歩きスマホと非歩きスマホの比較  
1）停留点の分布  
地図利用の歩きスマホと非歩きスマホのそれぞれの注視点の XY 座標デ
－タを+x 方向，－x 方向，+y 方向，－y 方向の 4 つの領域に分けてそれぞ
れの領域における座標デ－タ（絶対値）の標準偏差を求め，F 検定をした．
その結果を，表 5.21～5.24 に示す．  










表  5.22 +x 方向における標準偏差と F 検定（歩きスマホ×非歩きスマホ） 
 
 

















表  5.24 +y 方向における標準偏差と F 検定（歩きスマホ×非歩きスマホ） 
 
 





















+x 方向，－x 方向，+y 方向，－y 方向の 4 つの領域の，地図利用の歩き
スマホと非歩きスマホにおける座標（絶対値）の平均値の差を求め， t 検
定を行った．その結果，+x 方向と－x 方向，+y 方向のそれぞれの領域に
















 表  5.26 それぞれの領域での座標平均値とｔ検定（歩きスマホ×非歩きス
マホ）  
 





































分散は等しくないとした（F（1,10）＝0.15,p＜ .05）．  









平均値[deg] 地図歩きスマホ 地図非歩きスマホ t値，p値
ｘ方向 5.58 6.08 t(4177)=-2.32,p=0.01<0.05







－ 101  
図  5.58 地図利用の歩きスマホと非歩きスマホの注視項目別「注視回数」
の度数  
 





0% 20% 40% 60% 80% 100%
地図利用の歩きスマホ
地図利用の非歩きスマホ
前方確認 スマートフォン 安全確認 周辺景観注視 非固形物注視
歩きスマホ 非歩きスマホ t値,p値




5.2.2. メ－ル利用における歩きスマホと非歩きスマホの比較  
 メ－ル利用における非歩きスマホと表現している．これは実験設定に従
うと公共空間において立ち止まった状態でのメ－ル利用である．   
1）停留点の分布  
メ－ル利用の歩きスマホと非歩きスマホのそれぞれの注視点の XY 座標
デ－タを+x 方向，－x 方向，+y 方向，－y 方向の 4 つの領域に分けてそれ
ぞれの領域における座標デ－タ（絶対値）の標準偏差を求め，F 検定をし
た．その結果を，表 5.27～5.30 に示す．  







































+x 方向，－x 方向，+y 方向，－y 方向の 4 つの領域の，メ－ル利用の歩
きスマホと非歩きスマホにおける座標（絶対値）の平均値の差を求め， t






































表  5.33 それぞれの領域での座標平均値（歩きスマホ×非歩きスマホ）  
 
 




































分散は等しくないとした（F（1,10）＝0.08,p＜ .05）．  
























0% 20% 40% 60% 80% 100%
メール利用の非歩きスマホ
メール利用の歩きスマホ
前方確認 スマートフォン 安全確認 周辺景観注視 非固形物注視
p=0.99
歩きスマホ 非歩きスマホ t値,p値
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1. あなたは普段どのくらいの頻度で地図を見ますか？  
 ほぼ毎日⑤ ④ ③ ② ①全く見ない   
2. あなたは地図を読み取ることが得意だと思いますか？  
 非常に得意⑤  ④  ③ ②  ①非常に不得意  
3. あなたは観光散策・街歩きをどのくらいの頻度で行いますか？  
 毎週⑤  ④ ③ ②  ①全くしない  
4. あなたはどのくらいの頻度で「歩きスマホ」をしますか？  
 常にする⑤ ④ ③  ② ①全くしない  
5. あなたは歩きスマホすることが得意だと思いますか？  
 非常に得意⑤  ④  ③ ②  ①非常に不得意   
6. あなたは「歩きスマホ」の危険度についてどのようにお考えです
か？  
 非常に危険⑤  ④  ③ ②  ①非常に安全  
  
あなたの当てはまるものに〇をつけてください。（単一回答）  
7. あなたは「歩きスマホ」で何をすることが多いですか？  
 メール・LINE  地図閲覧・経路検索   Web 検索・閲覧    
 ゲーム   SNS への投稿  その他（            ）  
8. あなたのスマートフォン使用歴はどのくらいですか？  
 1 年未満   1 年～3 年  3 年～5 年  5 年以上  
9. あなたの年齢を教えてください。  
 10 代後半  20 代前半  20 代後半  
10. あなたの性別を教えてください。  




11. 本実験で使用したスマートフォン機器の名称を教えてください。  




















































































































































































































































































































③  非歩きスマホ被験者の解析結果  
 
地図利用範囲  













































































































































































 注視時間割合グラフ  
 
被験者 N1 
 
被験者 N2 
前方確認
3%
スマートフォン
78%
安全確認
0%
周辺景観注視
1%
非固形物注視
0%
その他
18%
前方確認
2%
スマートフォン
95%
安全確認
2%
周辺景観注視
0%
非固形物注視
0%
その他
1%
140 
 
 
被験者 N3 
 
被験者 N4 
 
 
 
 
前方注視
1%
スマートフォン
98%
安全確認
0%
周辺景観注視
0%
非固形物注視
0%
その他
1%
前方確認
1%
スマートフォン
27% 安全確
認
1%
周辺景観
注視
1%
非固形物注視
0%
その他
70%
